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イルカは、なぜ

くら

暗い
よる

夜でもすいすい
およ

泳げるの    

●イルカは
め

目より
みみ

耳で
み

見ている 

 イルカの
め

目は、１０メートルぐらい
さき

先まではよく
み

見えます。
すいちゅう

水中では
ひかり

光は
とお

遠くまでとど

かず、
あか

明るい
ひ る ま

昼間、どんなにすんだ
みず

水の
なか

中でも４０メートル
いじょう

以上
さき

先は
み

見えません。
い

生き
もの

物が

たくさんいる
うみ

海では、
ひ る ま

昼間でも、ほんの１０メートル
さき

先がやっと
み

見えるていどです。イルカ

は、
じ そ く

時速６０キロメートルものスピードで
およ

泳ぎますから、１
ぷん

分で１０００メートルも
すす

進んで

しまいます。たった１０メートル
さき

先までしか
み

見えない
め

目では、
やく

役に
た

立ちません。 

 
すいちゅう

水中では、
おと

音は
くうきちゅう

空気中より
はや

速く、
かくじつ

確実に
とお

遠くまで
つた

伝わります。ですから、イルカは、
め

目の

かわりに
みみ

耳が
はったつ

発達していて、
みみ

耳でえさや、あたりの
よ う す

様子を
み

見ていると
おも

思われます。 

●
ちょうおんぱ

超音波はイルカの
ぶ

武
き

器 

  イルカが
き

聞いている
おと

音とは、
にんげん

人間の
みみ

耳では
き

聞き
と

取れない
たか

高い
おと

音、
ちょうおんぱ

超音波です。イルカの
おお

大

きなおでこの
なか

中にある、メロンという
ちょうおんぱはっしゃそうち

超音波発射装置から、
み

見たい
ほうこう

方向に
ちょうおんぱ

超音波が
はっしゃ

発射され

ます。これが、さまざまなものにぶつかってはね
かえ

返ってくる
おと

音を、イルカは
き

聞いています。

イルカは、たえず
はっ

発している
ちょうおんぱ

超音波のおかげで、３００メートル
さき

先の
さかな

魚や
すいちゅう

水中の
じょうたい

状態を、

わずか０.４
びょう

秒で
し

知ることができるといわれています。 

 
じっけん

実験によると、イルカは、
め

目かくししていても、にごった
みず

水の
なか

中でも、うまく
しょうがいぶつ

障害物を

よけたり、すりぬけたりでき、
とお

遠くに
お

置いた２
しゅるい

種類の
さかな

魚のうち、
す

好きな
さかな

魚のほうにまっす

ぐに
ちか

近づきます。プラスチックの
さかな

魚には
み

見
む

向きもせず、
さんかくけい

三角形と
しかくけい

四角形の
かたち

形の
く べ つ

区別もでき

ます。ですから、
くら

暗い
よる

夜でも、
ふ じ ゆ う

不自由なくすいすい
およ

泳げるのです。 

（監修・今泉  忠明）
 

 

 


